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日本は高度経済成長以降、近代産業技術の発展とともに食生活に利便性と簡便性

をもたらしました。それにより生活様式、食生活様式も変化し仕事の形態、勤務時

間の多様化や、インスタント食品、ファストフード、コンビニ等いつでもどこでも

自由に食べられるようになってきました。また、家族形態も核家族や単身世帯が増

え、個食や孤食が進み、欠食も常態化するようになってきました。 

 一方、計画性のない食べ方や運動不足により肥満や生活習慣病に罹患する人が増

加しています。 

食生活は、必要な栄養素を過不足なく摂取することだけが目的ではなく、自らの

健康は自らが管理する能力を養う必要性があります。 

 

正しい食生活のあり方、食習慣の大切さを早い時期から学ぶことが必要である点

に着目し、保護者の健康づくりのため参加型の集団指導を生徒と共同で行いまし

た。身体的変化が現れる壮年期、中年期の問題点について考え、成人期の特性と栄

養管理のあり方を栄養指導と食事提供をすることで健康教育をします。 

いつまでも健康でいるため、生活習慣病の予防、標準体重の求め方、適正体重、

摂取エネルギー目安量の体験、食事の適量を知ってもらい自己管理のための知識習

得が目的です。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 


